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※「都との差」については、市教育委員会で追記した数値。  

※「話すこと」の都・市の調査結果は示されていない。 

平成31年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 
１ 目   的  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的

な検証改善サイクルを確立する。 

２ 実 施 日 平成31年４月 18日（木） 

３ 対象学年 小学校第６学年、中学校第３学年 

４ 調査内容  

（１）教科に関する調査 

※新学習指導要領の趣旨を踏まえ、平成31年度より従来のＡ問題（知識・技能等）とＢ問題（活用等）という区分が見直さ

れ、知識・活用を一体的に問う調査問題となった。 

小学校 

〔国語、算数〕 

中学校 

〔国語、数学、英語〕 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用できる
ようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等
に関わる内容 
上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については、国語及び算数・数学においては、記述式の問題を一定割合

で導入する。英語においては、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」に関する問題を出題し、記述式の問題を一定
割合で導入するとともに、「話すこと」に関する問題の解答は、原則として口述式によるものとする。なお、中学校英語の調査
結果は「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計を集計している。「話すこと」は学校の PC端末等を利用し、全国の実施生徒数
が異なるため、「参考値」として集計されている。 

（２）質問紙調査 

児童・生徒に対する調査 学校に対する調査 

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に   
関する調査 

・学校における指導方法に関する取組や学校における  
人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

５ 調査方式 
・平成１９～２１年度  全小・中学校 悉皆調査 
・平成２２～２４年度  抽出調査（平成２３年度は東日本大震災の影響で中止） 
・平成２５年度  「きめ細かい調査」 全小・中学校 悉皆調査 
・平成２６年度  全小・中学校 悉皆調査 
・平成３１年度           中学校で英語調査を導入 

６ 調査結果                                                                         【平均正答率 ％】 

対象学年 小学校 第６学年 中学校 第３学年 

教科名 
武蔵野市 

（都との差） 

東京都 

(公立) 
全国（公立） 

武蔵野市 

（都との差） 

東京都 

(公立) 
全国（公立） 

国語 ７５ (＋10) ６５ ６３．８ ８０ (＋６) ７４ ７２．８ 

算数・数学 ７８ (＋８) ７０ ６６．６ ７０ (＋８) ６２ ５９．８ 

英語    ６７ (＋８) ５９ 
５６．０ 

「話すこと」参考値30.8 

  

７ 本市の状況の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○すべての調査で全国及び東京都の平均正答率を上回っている。特に小学校「国語」、「算数」、中学校「国語」は、平

均正答率７５％を上回っており、今回出題されている学習内容を概ね理解していると考えられる。 

○特に小学校国語の「疑問に思ったことに対する答えを書く」問題や算数の「場面の状況から求め方と答えを記述し、そ

の結果から判断する」問題、中学校国語の「意見文の下書きに具体例を書き加える」問題や数学の「連続する５つの奇

数の和が中央の奇数の5倍になることの説明をする」問題の正答率は東京都や国の正答率より１０ポイント以上高い。 

これらのことから、自分の考えや根拠を明確にしながら読んだり書いたりする力、複数の情報から必要な数量を選択し

て立式し、得られた結果から判断する力、事柄が成り立つ理由を説明する力などが育まれてきていると言える。 

●一方、小学校算数の「減法の計算の仕方をまとめたものを基に、除法の計算の仕方についてまとめる」問題や中学校数

学の「示された考えが適切でない理由をヒストグラムの特徴を基に説明する」問題については、東京都や国より高いも

のの、40％台の正答率に留まっている。 

これらのことから、示された計算の仕方を解釈する力、資料の傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

る力については、今後、更なる育成が求められる。 

○また、中学校英語は、「話のあらすじを理解する」問題、「適切な接続詞を用いる」問題などは、東京都や国の正答率

をより10ポイント以上高く、外国語の言語や文化に関する知識は十分に育まれている。 

●一方、「与えられたテーマについて考えを整理し、文章を書く」問題は、東京都や国より高いものの、正答率は３．６%

にとどまっており、外国語を使った表現の能力の育成が求められる。 


